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 24 悪性腫瘍症例に対する退院支援の割合  

   

 指標の説明・定義  

 

患者が安心・納得して退院し、早期に住み慣れた地域で療養や生活を継続できるように、 

病院内での「退院調整」機能が重視されています。悪性腫瘍は療養が長期にわたる場合が多い

ため退院が困難になるケースが多く、入院早期から多職種で連携して、調整を行うことが重要

です。 

 

 ※「京都大学 医療経済学分野QIP」を参考  

   

  分子 分母のうち、退院調整加算／退院支援加算／入退院支援加算を算定した症例  

  分母 悪性腫瘍入院症例数  

     

     

 結果  

   

 

 

 

   2022年度 2023年度 2024年度   

  分子 897件   970人   1,114人     

  分母 1,767件   1,872人   1,954人     
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